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MUFGは、環境・社会課題解決と持続的成長をめざし、E（環境）・S（社会）・
G（ガバナンス）課題に取り組んでいます。 MUFGは、お客さまへの金融サービス

の提供を通じて、持続可能な社会の実
現、そしてSDGs＊の達成に貢献するた
め、2019年度から2030年度までに
累計20兆円（うち、環境分野で8兆円）
のサステナブルファイナンスの実施を
めざしています。

サステナブルファイナンス目標の新設

世界の再生可能エネルギーの普及に貢献

MUFGは太陽光・水力・風力・地熱発電などのクリーンエネルギー事業に関連した
プロジェクトファイナンスのアレンジや融資を通じて、世界の再生可能エネルギーの
普及に取り組んでいます。2018年にはクリーンエネルギー事業に関連したファイナン
スリードアレンジャーのリーグテーブルにおいて、民間のグローバル金融部門で3年
連続世界ランキング第1位を達成しました。

https://www.mufg.jp/vcms_lf/news/pressrelease-20190515-001.pdf
▶「MUFG環境・社会ポリシーフレームワークの改定」の詳細は以下URLをご参照ください

■  クリーンエネルギー部門におけるファイナンスアレンジの実績推移
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MUFGは、環境・社会配慮を実現するための枠組みとして「MUFG環境・社会ポリ
シーフレームワーク」を定めています。2019年5月には、さまざまなステークホルダー
の意見・考え方を踏まえ、本ポリシーフレームワークを改定しました。
改定の主なポイントは以下のとおりです。

MUFG環境･社会ポリシーフレームワークの改定

改 定

改 定

新 設

石炭火力発電セクター

ファイナンスに際して
特に留意する事業

アセットマネジメント事業

本件後は、新設の石炭火力発電所へ
のファイナンスは、原則として実行し
ません

石炭火力発電・クラスター弾製造に
加えて、森林･パーム油･鉱業（石炭）
を新たに追加

アセットマネジメント事業にかかる
環境・社会課題に対する取り組みに
ついての責任投資ポリシーを新設

（年）




